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４
月
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）
」
が
正
式

に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
目
指
す
姿
の
実
現

に
は
、
10
年
以
上
か
か
る
と
も
い
わ
れ
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
そ
の
理
念
を
理

解
し
、
主
体
と
な
っ
て
「
熟
議
」
を
重

ね
、
地
域
全
体
で
丁
寧
に
つ
く
り
上
げ

て
い
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
町
の
体

制
で
推
進
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。　

　

さ
ら
に
、
本
町
で
は
小
中
一
貫
教
育

の
推
進
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
い
る

が
、
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
す
る
大
き

な
目
的
や
教
育
課
題
、
「
Ｃ
Ｓ
」
で
ど

の
よ
う
な
町
づ
く
り
を
目
指
す
の
か
と

い
う
将
来
像
が
見
え
ず
、
学
校
現
場
で

は
戸
惑
い
の
声
も
聞
か
れ
る
。
「
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指

す
中
で
、
学
校
現
場
の
負
担
を
減
ら
し

て
い
く
べ
き
も
の
が
、
大
き
な
負
担
増

加
を
感
じ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
町
全
体
と
し
て
、
各
部
署
間
の
連
携

や
人
員
配
置
、
新
た
な
部
署
の
設
置
な

ど
、
体
制
づ
く
り
に
向
け
た
考
え
は
。

(2)
学
校
職
員
、
町
民
、
子
供
た
ち
に
よ

っ
て
主
体
的
に
進
め
る
た
め
の
方
策
は
。

(1)
小
中
学
校
間
の
児
童
生
徒

や
教
職
員
を
つ
な
ぐ
「
縦
」
の
取
組
を

小
中
一
貫
教
育
と
し
て
、
学
校
と
地
域

を
つ
な
ぐ
「
横
」
の
取
組
を
「
Ｃ
Ｓ
」

と
し
て
、
こ
の
二
つ
を
一
体
的
に
推
進

す
る
こ
と
で
、
小
中
学
校
が
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ
く
り
、
学
校
教
育
を
充
実
さ

せ
、
地
域
住
民
や
保
護
者
が
学
校
を
信

頼
し
、
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
学
校
を

支
援
す
る
活
動
が
一
層
充
実
す
る
と
考

え
て
い
る
。
「
Ｃ
Ｓ
」
は
、
各
中
学
校

区
ご
と
に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置

し
、
学
校
の
経
営
方
針
を
は
じ
め
、
子

供
た
ち
の
現
状
と
課
題
等
の
熟
議
を
重

ね
、
学
校
と
地
域
の
目
標
共
有
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
、
２
年
後
の
本
格
実
施

に
向
け
て
取
り
組
む
。
体
制
づ
く
り
で

は
、
昨
年
か
ら
学
校
教
育
推
進
員
を
１

名
増
員
し
、
現
行
体
制
で
の
各
部
署
間

の
連
携
、
学
校
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

す
る
。
各
中
学
校
区
で
の
熟
議
に
お
い

て
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
や
取
組
な
ど

が
具
現
化
さ
れ
、
活
動
が
活
発
化
さ
れ

る
中
で
、
必
要
に
応
じ
て
体
制
整
備
を

図
り
た
い
。

(2)
今
後
、
学
校
運
営
協
議
会
の
中
で
熟

議
を
重
ね
た
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

や
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
中
学
校
区
ご
と
に
見
い
だ
し
て
い
く
。

「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運

動
習
慣
等
調
査
」
に
つ
い
て
、

国
は
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年
生
を
調

査
対
象
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
町

で
は
小
中
学
校
全
学
年
で
、
全
種
目
を

調
査
し
て
き
た
。
当
初
か
ら
、
学
校
現

場
で
は
、「
全
学
年
実
施
の
意
義
」
や
「
調

査
に
要
す
る
時
間
の
確
保
」
に
疑
問
の

声
が
上
が
っ
て
い
た
。
全
学
年
実
施
の

見
直
し
や
、
学
校
裁
量
で
の
判
断
と
い

っ
た
発
展
的
な
検
討
を
図
る
べ
き
と
考

え
、
町
の
見
解
を
伺
う
。

全
学
年
で
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
体
力
や
運
動
能
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
に
加
え
、
運

動
習
慣
の
定
着
や
意
識
向
上
が
図
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
た
い
。

学
校
現
場
に
お
い
て
、
大
規
模
校
で
は
、

丁
寧
に
時
間
を
か
け
た
指
導
が
困
難
で

あ
る
場
合
や
、
実
施
種
目
に
よ
っ
て
は
、

ル
ー
ル
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
な

ど
の
課
題
が
あ
り
、
児
童
の
体
力
・
運

動
能
力
向
上
と
体
育
授
業
の
サ
ポ
ー
ト

を
目
的
と
し
た
、
学
校
体
育
支
援
事
業

を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
、
課
題
の
解

決
に
向
け
て
取
り
組
む
。

答問
学
校
と
地
域
の｢

熟
議｣

に
お
い
て
活
動
が
活
発
化

さ
れ
る
中
で
、
必
要
に
応
じ
て
体
制
整
備
を
図
る

町
の
将
来
像
を
語
り
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
体
制
づ
く
り
を

問

教
育
長

答問

現
場
の
声
を
聴
く
機
会
を
設
け

る
な
ど
課
題
解
決
に
取
り
組
む

体
力

・
運
動
能
力
調
査
の
全
学
年

実
施
の
見
直
し
は

問
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